
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
百

人
以
上
が
参
加

柏
レ
イ
ソ
ル
を
街
ぐ
る
み
で
応

援
す
る
「
レ
イ
ソ
ル
後
援
会
」。

そ
の
中
に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
」

が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
は
、
平
成

７
年
に
前
身
の
「
柏
レ
イ
ソ
ル
市

民
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

三
十
人
で
発
足
。
観
客
の
案
内
・

ス
タ
ン
ド
の
清
掃
な
ど
、
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
運
営
の
裏
方
と
し
て
の
仕

事
や
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
百
五
十
人
。
説
明
会
や
一

日
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

ほ
か
の
チ
ー
ム
に
も
同
様
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
り
ま
す
が
、
レ

イ
ソ
ル
の
場
合
は
、
弁
当
以
外
の

支
給
は
な
く
、
す
べ
て
無
報
酬
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
レ

イ
ソ
ル
後
援
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
で

す
。

幅
広
い
世
代
の
交
流
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
の
広
報
委

員
会
の
打
ち
合
わ
せ
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
六
十
歳

代
の
か
た
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
年
代

・
職
業
の
人
が
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
楽
し
そ
う
で
す
。

「
都
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
て
地

元
の
友
だ
ち
が
い
な
か
っ
た
の

で
」「
若
い
こ
ろ
か
ら
の
サ
ッ
カ

ー
好
き
。
定
年
退
職
し
て
時
間
的

に
余
裕
が
で
き
た
の
で
」「
後
援

会
に
入
れ
ば
、
チ
ケ
ッ
ト
が
購
入

し
や
す
い
と
思
っ
た
の
で
」
と
入

会
の
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
。
中

に
は
一
家
で
参
加
し
て
い
る
か
た

も
い
る
と
の
こ
と
で
、
幅
広
い
世

代
の
か
た
と
交
流
で
き
ま
す
。

大
好
き
な
選
手
が
間
近

に「
来
て
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る

だ
け
で
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
」

「
普
段
は
仕
事
人
間
だ
け
ど
、
こ

こ
に
来
る
と
会
社
の
肩
書
き
が
外

せ
る
の
で
気
楽
」
と
い
う
の
が
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
の
よ
う

で
す
。

ま
た
参
加
は
強
制
で
は
な
く

「
自
己
申
告
制
で
、
来
ら
れ
る
と

き
に
来
れ
ば
い
い
」
と
い
う
の
も

魅
力
の
一
つ
で
す
が
、
一
試
合
に

七
十
人
も
集
ま
る
の
に
は
何
か
秘

密
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
実
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕

事
は
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ゲ
ー
ム
の
雰
囲
気
が

味
わ
え
る
ん
で
す
よ
」と
の
こ
と
。

こ
れ
が
最
大
の
魅
力
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。

ま
た
、
試
合
開
始
前
に
選
手
と

一
緒
に
入
場
す
る
「
サ
ポ
ー
ト
キ

ッ
ズ
」
を
選
手
の
所
ま
で
連
れ
て

い
く
仕
事
や
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
の
仕

事
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
目
。
レ

イ
ソ
ル
好
き
の
か
た
に
は
た
ま
ら

な
い
、
こ
う
い
っ
た
「
役
得
」
も

あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
ん
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
。
あ
な
た
だ
け

の
魅
力
を
探
し
に
扉
を
た
た
い
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
レ
イ
ソ
ル
後
援
会
で
は
、

チ
ー
ム
を
心
か
ら
応
援
し
た
い
新

規
会
員
も
併
せ
て
募
集
中
。
こ
ち

ら
も
チ
ケ
ッ
ト
の
優
先
販
売
な
ど

魅
力
い
っ
ぱ
い
で
す
。

1

レ
イ
ソ
ル
後
援
会
事
務
局
�

62
│
０
１
４
０
・
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

推
進
室
�
67
│
１
１
３
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市の人口
329,330人

123,550世帯

（13.12.1現在）

主な内容�＊�＊�

所得税の還付申告／国民
年金の事務が変更�
�
ダイオキシン類発生抑制
条例／こどもＳＯＳネッ
ト発足／暮らしのＳＯＳ�
�
特集「つくばエクスプレ
ス」�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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�
�
Ｐ3��
�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

問 文化課 �67─1494

　県内唯一のプロオーケストラとして活躍するニューフィルハーモ
ニーオーケストラ千葉。その新鮮で熱気あふれる演奏に、人気・実
力を兼ね備えたハープ奏者・竹松 舞さんがジョイントします。�
と き �
ところ�
定 員 �
出 演 �
�
曲 目 �
�
費 用 �
申し込み�

3月23日�午後3時開演�
アミュゼ柏クリスタルホール�
400人�
指揮＝齊藤一郎、ソリスト＝竹松 舞（ハープ）・天田 透（フル
ート）、管弦楽＝ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉�
交響曲第35番ニ長調「ハフナー」K.385、フルートとハープのた
めの協奏曲ハ長調K.299ほか�
全席指定3,500円�
1月16日�から、文化課チケットガイド（�67─5785・市役所第
2庁舎4階）へ電話か直接（土・日曜日、祝日を除く）�

4歳からハープを始め、1991
年に最年少で日本ハープコン
クール優勝。現在、医大に通
いながら第一線のハープ奏者
として活躍中�

チ
ー
ム
と
観
客
を
影
で
支
え

る
場
所
を
「
提
供
し
て
も
ら
っ

て
い
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ

ト
と
は
違
う
の
で
、
仕
事
に
対

す
る
報
酬
も
な
け
れ
ば
交
通
費

も
出
ま
せ
ん
。
き
っ
と
義
務
感

と
か
報
酬
を
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
と
い
う
理
由
だ
と
続
い
て
い

な
い
で
し
ょ
う
ね
。

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
い
」
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の

仕
事
に
限
っ
て
い
る
の
は
そ
の

た
め
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
毎
回

自
由
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
く

る
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
遊
び
感

覚
で
来
て
い
る
み
た
い
で
、
仲

も
い
い
で
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
や
忘
年
会
も
あ
る
ん
で
す

よ
。入

っ
た
ら
、
バ
リ
バ
リ
働
い

て
も
ら
い
ま
す
よ
。
で
も
最
初

は
ち
ゃ
ん
と
つ
き
っ
き
り
で
教

え
ま
す
か
ら
心
配
ご
無
用
。
レ

イ
ソ
ル
が
好
き
で
、
何
か
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し

ょ
う
。

ス
タ
ン
ド
の
ご
み
は
分
別
し

て
回
収
。
紙
ふ
ぶ
き
や
新
聞
紙

は
拾
い
に
く
く
苦
労
す
る
そ
う

で
す
。
応
援
マ
ナ
ー
も
気
を
付

け
な
け
れ
ば
。

ゲ
ー
ム
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

動
き
な
ど
を
再
確
認
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長

西
堀
　
雄
一
さ
ん

や
っ
ぱ
り
楽
し
く
な
い
と

わが街の誇るサッカーチーム「柏レイソル」。昨

年の戦果はいま一歩というところでしたが、「今年

こそ！」と気合いを入れ直しているかたも多いは

ず。その熱い思いを今年はボランティアスタッフ

という形でぶつけてみませんか。現在レイソル後

援会では、新規のボランティアスタッフを募集し

ています。ボランティアを通じてレイソルの役に

立ちたいというかたはぜひ応募を！

レイソル後援会がボランティアスタッフを募集

と き

ところ

対 象

内 容

申し込み

2月3日�午後3時から
日立柏サッカー場
東葛飾地域かその近郊に在住・在勤・在学
の高校生以上のかた
日立柏サッカー場と柏の葉公園総合競技場
で行われる試合のボランティア活動につい
ての説明
前日までにレイソル後援会事務局へ電話で
（水曜日を除く。午前10時半～午後4時半）

今年開催される柏レイソルホームゲームの運営
をお手伝いするボランティアスタッフの説明会を
行います。

問レイソル後援会事務局�62─0140
(柏駅南口・ファミリかしわビル3階）
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
、

「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
や
「
医
療

費
控
除
」
な
ど
、
所
得
税
が
戻
っ

て
く
る
還
付
申
告
を
ご
存
じ
で
す

か
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
勤

務
先
の
給
与
か
ら
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
、
年
末
調
整
の
時
点
で

精
算
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

通
常
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
昨
年
中
に
、
�
住
宅

ロ
ー
ン
で
自
宅
を
購
入
し
た
�
多

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
�
災
害

や
盗
難
に
遭
っ
た
�
国
や
社
会
福

祉
法
人
な
ど
に
寄
付
を
し
た
�
勤

め
先
を
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い

な
い
場
合
は
、
確
定
申
告
（
還
付

申
告
）
を
す
る
と
所
得
税
の
一
部

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。今

年
も
２
月
18
日
（
月
）
〜
３

月
15
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
け
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
の
混
雑
を
緩
和
す
る

た
め
に
、
柏
税
務
署
と
税
理
士
会

柏
支
部
で
は
、
申
告
期
間
に
先
立

っ
て
、
還
付
申
告
等
の
作
成
指
導

会
と
還
付
申
告
の
出
張
受
け
付
け

を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

例
年
、
３
月
は
混
雑
し
ま
す
。

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
に
つ
い

て
は
柏
税
務
署
で
直
接
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
控
除
】

本
人
や
家
族
が
次
の
よ
う
な
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
医

療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

要
件

�
医
師
や
歯
科
医
師
に

よ
る
診
療
費
・
治
療
費
�
治
療
や

療
養
に
必
要
な
医
薬
品
の
購
入
費

�
病
院
・
助
産
所
へ
入
院
す
る
た

め
の
費
用
�
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
・
指

圧
師
・
は
り
師
に
よ
る
治
療
費
�

保
健
婦
（
士
）
・
看
護
婦
（
士
）

な
ど
の
付
添
料
�
助
産
婦
の
分
べ

ん
介
助
料
�
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

で
提
供
さ
れ
た
一
定
の
サ
ー
ビ
ス

の
対
価
の
う
ち
、
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の

対
価
と
し
て
支
払
っ
た
額
の
二
分

の
一
相
当
額
ま
た
は
一
定
の
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
�
診
療

・
治
療
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
通
院
費
・
入
院
中
の
部
屋
代

や
食
事
代
・
医
療
用
器
具
の
購
入

費
用必

要
な
書
類
等

①
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
②
年
金
の
源
泉
徴

収
票
③
給
与
・
年
金
以
外
に
所
得

が
あ
る
場
合
、
そ
の
所
得
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
�
生
命
保
険
と
損
害

保
険
の
控
除
証
明
書
�
国
民
年
金

・
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
社
会
保

険
料
の
支
払
い
領
収
書
（
平
成
13

年
中
の
支
払
い
分
の
全
額
）
�
医

師
な
ど
へ
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
等
�
保
険
金
な
ど
で
医
療
費

が
補
て
ん
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
金

額
が
わ
か
る
書
類
�
電
卓
・
印
鑑

・
取
引
銀
行
の
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
※
�
〜
�
に
つ
い
て
は
コ

ピ
ー
不
可

1

市
民
税
課
�
67
│
１
１
２
４

・
柏
税
務
署
�
46
│
２
３
２
１

※譲渡所得（土地や建物などを売った収入）や　
　不動産所得（家賃・地代収入等）があるかた、
　住宅ローン控除を受けるかたは、税務署で直�
　接申告してください�
※車での来場はご遠慮ください�

■柏税務署・税理士会柏支部の確定申告書作成指導会�

光ケ丘近隣センター�

アミュゼ柏�

増尾近隣センター�

松葉近隣センター�

南部近隣センター�

アミュゼ柏�
西原近隣センター�

布施近隣センター�

午後1時
～3時半�

午前9時半
～正午�

2月 1日��

1月31日��

4日��

5日��
6日��

7日��

8日��
12日��

13日��

会　　場�日　程� 受付時間�

監
査
委
員
　
渡
邊
　
福
次
郎

監
査
委
員
　
田
口
　
　
榮
一

監
査
委
員
　
山
澤
　
　
啓
伸

監
査
委
員
　
上
橋
　
　
　
泉

平
成
13
年
８
月
31
日
〜
11
月
１

日
に
工
事
監
査
を
、
平
成
13
年
９

月
12
日
〜
11
月
28
日
に
定
期
監
査

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
平
成
13
年
12
月
12
日
付
け
柏

市
監
査
委
員
告
示
第
十
二
号
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

【
工
事
監
査
】

都
市
緑
政
部
街
路
課
が
担
当
し

て
い
る
呼
塚
新
田
向
中
原
線
取
付

道
路
橋
り
ょ
う
上
部
工
架
設
工
事

を
対
象
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

技
術
的
観
点
か
ら
の
監
査
を
主

眼
と
し
た
た
め
、
日
本
技
術
士
会

に
調
査
を
委
託
し
、
設
計
図
書
等

の
審
査
と
現
場
で
の
実
地
調
査
を

行
い
、
関
係
者
の
説
明
を
受
け
て

実
施
し
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
は

お
お
む
ね
適
正
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て

留
意
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

�
当
該
橋
り
ょ
う
の
形
式
選
定

の
段
階
で
経
済
性
を
比
較
す
る
た

め
に
、
各
形
式
ご
と
に
工
事
単
価

を
設
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
工
事

単
価
に
つ
い
て
根
拠
を
明
確
に
把

握
さ
れ
た
い

�
当
該
工
事
と
す
で
に
完
成
し

た
呼
塚
新
田
向
中
原
線
と
の
接
続

個
所
に
お
い
て
、
撤
去
・
改
修
を

要
す
る
部
分
が
暫
定
工
事
部
分
を

超
え
、
完
成
部
分
に
ま
で
及
ん
で

い
る
。
関
連
工
事
が
事
後
に
予
定

さ
れ
る
場
合
は
、
全
体
計
画
を
勘

案
し
慎
重
に
行
わ
れ
た
い

【
定
期
監
査
】

都
市
計
画
部
、
下
水
道
部
が
平

成
13
年
８
月
末
日
ま
で
に
、
児
童

家
庭
部
、
環
境
部
、
経
済
部
、
土

木
部
、
議
会
事
務
局
お
よ
び
学
校

教
育
部
が
平
成
13
年
９
月
末
日
ま

で
に
そ
れ
ぞ
れ
執
行
し
た
財
務
に

関
す
る
事
務
を
対
象
と
し
て
監
査

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
お
お
む
ね
適
正

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　国民年金は、すべての人に生涯にわたって基礎年金を支給する
制度。日本国内に住所がある20歳以上60歳未満のかたは必ず加入
しなければなりません。4月から、年金保険料の振替先や第3号被
保険者の届け出先が市から国（社会保険庁）になるなど、国民年
金事務の取り扱いが一部変わります。�

4 月�か�
ら�

◆第3号被保険者の加入手続き等⇒本人が手続きをする必要はなくなります�
　これまで第3号被保険者（サラリーマンの妻や夫）の届け出は、本人が市の
窓口で行っていましたが、4月からは配偶者の勤務先などが、社会保険事務所
に届け出をすることになります。�

　現在、市から送られている年金保険料の納入通知書は、4月分からは国（社
会保険庁）から送られるようになりますが、これまでどおりお近くの金融機
関で納めてください。口座振替をご利用のかたは、振替先が社会保険庁に変
わるだけなので、手続きをする必要はありません。�

◆年金保険料の納入通知書⇒国から本人に送られます�

　年金保険料は、市内の金融機関や近隣センターで納められましたが、新た
に郵便局や市外の金融機関でも納められるようになります。ただし、近隣セ
ンターでは納められなくなりますので、ご注意ください。�

◆年金保険料を納められる所⇒郵便局でも納められます�

　国民年金だけを受給する場合は、市で受け付けていましたが、4月からは、
国民年金だけのかたでも第3号被保険者の期間が少しでもあるかたは、社会保
険事務所で手続きをしてください。第1号被保険者の期間だけのかたは、これ
まで通り市で受け付けを行います。�
　なお、国民年金のほかに厚生・共済年金も受給できるかたは、これまで通
り社会保険事務所で手続きを行ってください。�

◆受給の手続き⇒第3号期間のあるかたは社会保険事務所へ�

　自営業や自由業などの第1号被保険者が、病気や失業などによって年金保険
料を納められないときは、申請して承認されると年金保険料が免除されます。
　これまでの全額免除のほか、新たに半額免除制度が加わります。ただし、
保険料半額免除期間の老齢基礎年金受給額は、3分の2で計算されます。�
　また、免除の承認を受ける際には、世帯全員の合計所得と申請理由などで
判定されていましたが、本人と配偶者・世帯主の合計所得により判定される
ことになります。なお、学生納付特例制度が利用できる学生のかたは、免除
制度は該当しません。�

◆保険料の免除⇒半額免除制度ができます�

問�
国民年金課 �67─1130�
松戸社会保険事務所 �047─345─5525

※間違い電話が増えています。松戸社会保険事務所へ電話をする場
　合は、番号をよく確かめてからおかけください。�

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

込
み
合
う
前
に
お
早
め
に

所
得
税
の
還
付
申
告
な
ど

3月3日�午前9時半～午後1時半※小雨決
行。荒天の場合は3月10日�に延期�
逆井小周辺（約3km）※集合は逆井小�
市内在住の小・中学生、100チーム※3～
5人で1チームとし、小学生を含むチーム
は保護者・指導者・育成者などが一緒に
参加してください�
1人100円（当日持参）�
市立の小・中学校、各近隣センタ－で配
布する申込書に必要事項を書いて、1月
31日�までに、市立の小・中学校か青少
年課（十余二313－92）へ直接※応募者
多数の場合は抽選。抽選結果やコ－ス・
受付時間など、詳しくは代表者に後日通
知します�

青少年課内柏市青少年相談員�
連絡協議会事務局 �31─5896

問�

泳げなくてもプールは楽しい！�

水中ウォーキング�
Ａ＝1月27日～2月10日、Ｂ＝3月3日～17日、Ｃ＝2月24日
～3月17日（3月3日を除く）の各日曜日�
�トーキンスポーツセンター（高田）＝Ａ・Ｂ�
�東武スポーツクラブとよしき（豊四季）＝Ｂ�
�サンスポーツ21スイミング柏（中央2丁目）＝Ａ・Ｂ�
�柏洋スイマーズ柏（富里2丁目）＝Ａ・Ｃ�
時間は、�～�は午前9時～10時、�は午後5時～6時�
市内在住・在勤・在学の中学生以上で、初めて体験するか
た、各会場40人�
無料�
往復はがきに「水中ウォーキング希望」と明記し、希望日・
希望会場（第2希望まで）・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
性別・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒277─8505
柏市役所体育課へ、1月21日�までに郵送で（当日消印有効）
※応募者多数の場合は抽選�

体育課 �67─1536問�問�市立砂川美術工芸館 �64─6413

芹沢7介・型絵染の世界に触れてみよう�

　型染めの体験を通して、人間国宝・芹沢C介
の世界に触れてみませんか。�

と　き�
ところ�
対 象 �
費　用�
申し込み�
�
�
�

と　き�
�
ところ�
�
�
�
�
対 象 �
�
費　用�
申し込み�
�

と　き�
�
コース�
対 象 �
�
�
�
費　用�
申し込み�
�

2月20日�午前9時半～午後4時�
アミュゼ柏�
市内在住のかた、25人�
1,000円（材料費）�
往復はがきに「型染入門希望」と明記
し、住所・氏名・年齢・電話番号と返
信面のあて先を書いて、〒277─0005
柏260　市立砂川美術工芸館へ、1月25
日�までに郵送（当日消印有効）か直
接※応募者多数の場合は抽選�

市立砂川美術工芸館ワークショップ�

常
勤
監
査
委
員
に
渡
邉
義
一
氏
が
就
任

渡
邊
福
次
郎
代
表
監
査
委
員

が
、
12
月
31
日
を
も
っ
て
退
任

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
12
月
議
会
で

渡
邉
義
一
氏
（
前
柏
市
総
務
部

長
＝
写
真
）
の
監
査
委
員
へ

の
選
任
に
対
す
る
同
意
が
得
ら

れ
、
１
月
１
日
付
け
で
常
勤
監

査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

1

監
査
事
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局
�
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市
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

発
生
を
抑
制
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
を
保
護
し
、
良
好
な
生

活
環
境
を
守
る
た
め
、
昨
年
の
９

月
に
「
柏
市
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発

生
抑
制
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
条
例

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

焼
却
炉
の
設
置
に
は
周

辺
の
理
解
を

平
成
14
年
４
月
１
日
以
降
に
ご

み
焼
却
炉
（
処
理
能
力
が
一
時
間

当
た
り
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
ま

た
は
火
床
面
積
〇
・
三
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
）
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
周
辺
の
住
民

に
対
し
て
説
明
会
を
開
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

焼
却
炉
は
、
そ
の
構
造
や
焼
却

方
法
に
よ
っ
て
は
、
煙
や
悪
臭
な

ど
で
周
辺
の
住
民
の
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
焼
却
炉
か
ら
発
生
す
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
健
康
へ
の
不

安
や
心
配
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

焼
却
炉
を
設
置
す
る
と
き
に
は
、

周
辺
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。な

お
、
説
明
会
を
開
催
す
る
と

き
は
、
事
前
に
焼
却
炉
の
設
置
予

定
地
に
近
く
、
通
行
人
か
ら
見
や

す
い
場
所
に
、
説
明
会
開
催
の
案

内
板
を
掲
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

現
在
あ
る
焼
却
炉
は
説

明
会
不
要
？

既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
焼
却
炉

で
も
、
運
転
管
理
に
不
備
が
あ
り

周
辺
の
住
民
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た

と
き
な
ど
に
は
、
説
明
会
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
は
、

焼
却
炉
の
規
模
に
関
係
な
く
、
す

べ
て
の
も
の
が
対
象
に
な
り
ま

す
。説

明
会
が
開
か
れ
な
い
な
ど
、

市
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合

は
、
市
か
ら
焼
却
炉
の
設
置
者
に

対
し
て
、
説
明
会
の
開
催
や
焼
却

方
法
の
改
善
な
ど
の
指
導
を
行
い

ま
す
。

す
べ
て
の
焼
却
炉
の
設

置
に
管
理
責
任
者
の
届

け
出
を

焼
却
炉
を
新
た
に
設
置
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
焼
却
炉
の
設
置

計
画
と
管
理
責
任
者
を
定
め
、
設

置
す
る
三
十
日
前
ま
で
に
市
へ
届

け
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。
設
置
計

画
と
管
理
責
任
者
は
、
焼
却
炉
の

規
模
や
用
途（
事
業
用
・
家
庭
用
）

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
焼
却

炉
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る

焼
却
炉
に
つ
い
て
も
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
４
月
１
日
（
月
）

〜
30
日
（
火
）
の
間
に
、
ご
み
焼

却
炉
の
管
理
責
任
者
を
定
め
、
使

用
届
け
と
と
も
に
市
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

管
理
責
任
者
は
、
実
際
に
そ
の

焼
却
炉
で
ご
み
を
焼
却
す
る
か
た

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
で
は
、
管
理
責
任
者
の
届
け

出
に
基
づ
い
て
適
正
な
焼
却
や
管

理
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
、

「
届
け
出
済
み
書
」
を
交
付
し
ま

す
。
こ
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

焼
却
炉
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
焼
却
炉
を
回
収

焼
却
炉
の
使
用
を
で
き
る
だ
け

や
め
て
い
た
だ
く
た
め
、市
で
は
、

家
庭
用
焼
却
炉
に
つ
い
て
は
３
月

か
ら
一
定
期
間
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
で
回
収
を
行
い
ま
す
。

回
収
方
法
な
ど
は
後
日
、「
広
報

か
し
わ
」
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

な
お
、
事
業
所
の
焼
却
炉
を
廃

止
す
る
場
合
に
は
、
自
己
の
責
任

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
禁
止

野
焼
き
と
は
、
屋
外
で
焼
却
炉

を
使
わ
ず
に
、
地
面
に
掘
っ
た
穴

や
石
油
缶
・
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使

っ
て
ご
み
を
焼
く
こ
と
で
す
。
不

完
全
燃
焼
な
ど
に
よ
り
臭
い
や
す

す
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

を
発
生
し
、
市
民
の
健
康
や
良
好

な
生
活
環
境
を
損
な
う
恐
れ
が
あ

る
た
め
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
条
例
で
は
、
日
常
生
活

で
の
落
ち
葉
た
き
や
農
作
業
な
ど

で
必
要
な
稲
わ
ら
や
枝
な
ど
の
焼

却
、
風
俗
・
習
慣
上
の
行
事
で
行

わ
れ
る
焼
却
な
ど
、
法
律
で
例
外

的
に
許
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
で
あ

っ
て
も
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
や
め
る
よ
う
勧
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
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年
々
増
加
し
社
会
問
題
化
し
て

い
る
児
童
虐
待
│
│
。

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
警
察
・

医
療
・
福
祉
な
ど
計
十
五
の
関
係

機
関
で
構
成
す
る
「
柏
市
児
童
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
こ
ど
も

Ｓ
О
Ｓ
ネ
ッ
ト
）」
を
発
足
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
情

報
に
対
し
市
が
単
独
で
対
応
す
る

こ
と
も
多
く
、
外
部
機
関
が
持
つ

情
報
や
専
門
知
識
の
不
足
な
ど
か

ら
対
応
が
難
し
く
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
む
こ
と
で
、
取
り
組
み
が
複
数

の
機
関
に
ま
た
が
る
場
合
で
も
、

役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
今
ま

で
以
上
に
素
早
い
対
応
が
取
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

虐
待
件
数
が
激
増

今
年
度
、
柏
市
・
松
戸
市
な
ど

五
市
二
町
の
東
葛
飾
地
域
を
管
轄

し
て
い
る
柏
児
童
相
談
所
が
受
け

付
け
た
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

は
、
12
月
17
日
現
在
で
百
八
十
三

件
と
な
っ
て
お
り
、
既
に
平
成
12

年
度
の
百
七
十
件
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

市
内
に
限
っ
た
場
合
で
も
、
同

時
期
で
五
十
四
件
と
、
平
成
12
年

度
の
三
十
六
件
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
「
ほ
と
ん
ど

食
事
を
与
え
な
い
」「
長
時
間
放

置
す
る
」
と
い
っ
た
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
）
が
平
成
12
年
度
の

十
六
件
か
ら
三
十
六
件
と
激
増
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
す
ぐ
に
子
ど
も
の

安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
で
は
な
い
、
し
つ
け
と
虐

待
と
の
識
別
が
難
し
い
、
い
わ
ゆ

る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
ケ
ー
ス
が
相

当
数
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
対
応

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
特
に
対

応
が
難
し
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
へ
の

素
早
い
対
応
を
と
る
こ
と
で
虐
待

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
い
た

だ
い
た
情
報
を
元
に
、
す
ぐ
に
関

係
す
る
機
関
の
「
実
務
担
当
者
臨

時
会
議
」
を
開
き
、
担
当
者
間
で

情
報
や
知
識
を
交
換
し
な
が
ら
対

応
の
仕
方
を
話
し
合
い
ま
す
。
放

っ
て
お
く
と
虐
待
に
発
展
し
か
ね

な
い
ケ
ー
ス
を
早
め
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
対
象
と
な
る
家
庭
へ
の

早
期
訪
問
や
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
（
別
図
参
照
）。

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら

「
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
が

す
る
」「
近
所
に
傷
や
あ
ざ
が
絶

え
な
い
子
ど
も
が
い
る
」
な
ど
、

虐
待
が
疑
わ
し
い
と
感
じ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
児
童
育
成
課
内
家
庭

児
童
相
談
室
（
市
役
所
第
一
庁
舎

二
階
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

家
庭
児
童
相
談
室
�
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〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
８
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

最
近
、
携
帯
電
話
の
「
ワ
ン
切
り
」

で
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
そ
う
で
す
が
…
。

携
帯
電
話
に
残
っ
た
着
信
記
録
（
相

手
方
が
か
け
て
き
て
、
一
回
鳴
ら
し
て

切
っ
て
し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ン
切

り
」
で
残
っ
た
電
話
番
号
）
に
か
け
直

す
と
、
多
額
の
請
求
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
と
聞
い
て
不
安
で
す
。

Ａ.

か
け
直
さ
な
い
こ
と
が
最
大
の
自

衛
策
で
す
〈
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
〉

「
知
ら
な
い
番
号
の
着
信
記
録
に
か

け
直
す
と
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル

や
ア
ダ
ル
ト
番
組
の
案
内
が
流
れ
て
、

多
額
の
代
金
を
請
求
さ
れ
る
」
と
い
う

話
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
知
ら
な
い
番
号
の
着
信
記
録

に
は
、
か
け
直
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
着
信
記
録
が
あ
れ
ば
か
け
直
す
」
と

い
う
常
識
が
あ
る
限
り
、
そ
の
常
識
を

悪
用
し
よ
う
と
す
る
人
も
い
ま
す
。
携

帯
社
会
の
常
識
を
少
し
変
え
て
「
知
ら

な
い
着
信
記
録
に
は
か
け
直
さ
な
い
」

こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
自
衛
を
す
る
こ

と
で
す
。

ま
た
、「
請
求
さ
れ
る
」
こ
と
と

「
支
払
い
の
義
務
が
あ
る
」
こ
と
は
ま

っ
た
く
違
い
ま
す
。
電
話
を
し
て
流
れ

て
い
る
音
を
聞
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、

支
払
い
の
義
務
が
生
じ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
か
け
た
だ
け
で
十
万
円

を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
う
話
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
そ
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
、
実
際
に
請

求
を
受
け
た
人
は
、
何
ら
か
の
登
録
行

為
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
親
切
の
つ
も
り
で
も
、
大
勢

の
人
が
不
確
定
な
内
容
を
知
人
に
メ
ー

ル
で
送
る
と
、
そ
れ
自
体
が
い
い
加
減

な
う
わ
さ
を
広
め
た
り
不
安
を
あ
お
っ

た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
件
に
つ
い
て
の
メ
ー
ル
の
送
付
や
掲

示
板
の
書
き
込
み
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

「
ワ
ン
切
り
」
が
元
で
請
求
を
受
け

る
な
ど
、
お
困
り
の
場
合
は
柏
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話
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（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

■こどもSOSネットの流れ�

�
�

�
児童相談所・警察署・保健所
・医師会・法務局・私立幼稚園
協会・社会福祉協議会・人権擁
護委員・民生児童委員・主任児
童委員・母子福祉推進員・青
少年相談員・少年補導委員
・市民健康づくり推

進員・柏市�

市民�

通報・連絡
・相談�

すぐに会議を
招集�

チーム体制で
素早く対応�

家庭児童相談員�
（児童育成課）�

対象の
家庭�

こどもSOSネット�

児
童
の
虐
待
を
見
逃
す
な
！

こ
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
を
発
足

ダイオキシン類を減らそう

発生抑制の条例を施行

4月1日から

と き �
�
�
�
ところ�
�
対 象 �
費 用 �
用意する物�
申し込み�
その他�

1月27日�午前10時から�
※雨天の場合は、田中近隣セン
ターで、ベーゴマ・羽根つき・
めんこなどをします�
水堰（すいせき）橋そばの利根
運河堤防�
市内在住・在勤・在学のかた�
無料�
たこ�
当日、会場へ直接�
甘酒・とん汁のサービスがあり
ます�

問�田中近隣センター �33─1000

新春たこあげ大会�

2月9日�午前10時～正午�
中央公民館�
市内在住・在勤のかた、180人�
ＮＨＫ「ラジオ深夜便」を担当して10年の人気ア
ンカー・宇田川清江氏が、同番組の主なリスナー
である中高年層の胸の内について、番組のエピソ
ードなどを交えて語ります�
無料�
往復はがきに「メンズセミナー公開講座希望」と
明記し、住所・氏名・年齢・電話番号と返信面の
あて先を書いて、〒277─0005柏5丁目8─12　柏市
中央公民館へ、1月22日�までに郵送で（必着）
※応募者多数の場合は抽選�

と　き�
ところ
対　象�
内　容�
�
�
�
費　用�
申し込み     

問�中央公民館 �64─1811

メンズセミナー公開講座�

「真夜中のキャッチボール」�
　　　～NHKラジオ深夜便から～� と き �

�
と こ ろ �
対 象 �
費 用 �
�
交 通 �
申し込み�
�
�
�
�
そ の 他 �

3月1日�～4日�〈3泊4日〉※1日�午後8時に
市民体育館を出発�
会津高原たかつえスキー場（福島県）�
市内在住・在勤・在学で16歳以上のかた、80人�
39,000円※スキー用具のレンタル料・リフト代
は別途�
往復とも貸し切りバス�
往復はがきに「市民スキー教室希望」と明記し、
住所・氏名・生年月日・年齢・電話番号と返信
面のあて先を書いて、〒277─8505　柏市役所
体育課へ、1月28日�までに郵送で（必着）�
※応募者多数の場合は抽選�
参加者には2月17日�午前10時から、市民体育
館で説明会を行います�

体育課 �67─1536問�

市民スキー教室�



広報� �

秋
葉
原
・
つ
く
ば
間
を
約
四
十
五

分
で
結
ぶ
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」。
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
（
南
流
山

駅
）
・
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
（
北
千
住
駅
と

南
千
住
駅
）
・
東
武
野
田
線
（
豊
四

季
駅
〜
初
石
駅
間
、
仮
称
・
流
山
新

市
街
地
駅
）
・
都
営
大
江
戸
線
（
新

御
徒
町
駅
）
・
関
東
鉄
道
常
総
線

（
守
谷
駅
）
な
ど
、
多
く
の
在
来
線

と
乗
り
換
え
が
可
能
に
な
り
、
と
て

も
便
利
に
な
り
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
工

事
は
、
一
都
三
県
十
二
市
区
町
村
に

わ
た
る
全
線
百
二
カ
所
す
べ
て
の
工

区
で
、
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
柏
市
内
で
は
、
高
架
橋
等

の
土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
15
年
度
に
駅
舎
工
事
、
平

成
16
年
度
に
軌
道
お
よ
び
電
気
設
備

等
の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
車
両
の
試
運
転
を
行
っ
て

平
成
17
年
度
に
開
業
さ
れ
る
予
定
で

す
。新

駅
駅
舎
の
原
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た

柏
市
内
に
で
き
る
二
つ
の
新
駅
の

原
案
が
で
き
ま
し
た
（
別
掲
）。

市
は
、
新
し
い
駅
の
望
ま
し
い
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
昨
年
６
月

に
学
識
経
験
者
・
土
地
区
画
整
理
事

業
者
・
鉄
道
関
係
者
や
千
葉
県
・
柏

市
な
ど
か
ら
な
る
「
柏
市
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
新
駅
駅
舎
検
討
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

会
議
は
こ
れ
ま
で
四
回
開
催
さ

れ
、
駅
舎
の
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
、
今
回
の
原
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た

常
磐
新
線
整
備
特
別
委
員
会
で
こ
の

原
案
を
説
明
し
、
委
員
か
ら
「
市
民

か
ら
の
意
見
の
聞
き
方
」「
駅
舎
に

対
す
る
市
の
費
用
負
担
」「
駅
舎
の

構
造
や
色
」「
駅
舎
の
安
全
性
」
な

ど
に
関
す
る
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

駅
舎
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
新
駅
駅
舎
検
討
会

議
で
３
月
ま
で
に
決
め
て
い
く
予
定

で
す
。

人
に
優
し
い
駅
に

新
駅
で
は
、
安
全
対
策
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
考
慮
し
、
人
に
優
し
い
駅

を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
ほ

か
、
転
落
防
止
の
た
め
の
柵
と
ホ
ー

ム
ド
ア
を
設
置
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
は

水
に
濡
れ
て
も
滑
り
に
く
い
床
に
す

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ド
ア
部
分
の

床
に
は
警
告
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し
ま

す
。ま

た
、
車
い
す
で
も
利
用
で
き
る

ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な

ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
か
た
に
も
利
用
し

や
す
い
駅
舎
に
し
ま
す
。

特
に
天
井
を
高
く
し
、
広
々
と
し

た
開
放
感
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
初

め
て
訪
れ
る
か
た
や
待
ち
合
わ
せ
の

か
た
が
た
に
も
気
持
ち
の
良
い
空
間

に
な
る
よ
う
な
計
画
に
し
て
い
ま

す
。

17
年
度
の
開
業
を
目
指
し
て

新
駅
の
原
案
ま
と
ま
る

平
成
17
年
度
開
業
を
目
指
し
て
、
現
在
、
沿
線
各
地
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
（
常
磐
新
線
）」。
市
内
で
も
各
地
区
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
市
内
に
で

き
る
二
つ
の
駅
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
進
ち
ょ
く
状
況
と

新
駅
の
検
討
状
況
、
ま
た
、
併
せ
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
費
と
資
金
運
用
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

橋脚の鉄筋を組み、型枠で囲んでいます。一部

では、型枠をはずし、コンクリート構造の姿が見

えているところもあります。

ゴルフ場跡地（若柴地区）では

橋脚の型枠がはずれ、コンクリ

ート構造の姿が見えています。

また、これから工事を始める

所では埋蔵文化財の発掘調査を

行っています。

橋脚の型枠にコンクリートを

注入しています。利根川本流部

の工事は、利根川の渇水期（11

月～翌年5月）に工事を進めて

います。

十余二地区・梅林地区�

若
柴
地
区�

利根川本流部�

市
内
の
進
ち
ょ
く
状
況

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
�

柏北部東駅�

柏北部中央駅�

国道６号�
国
道
16
号�

ＪＲ常磐線�

柏駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

南柏駅�

北柏駅�

常磐
自動
車道
�

豊四季駅�
東
武
野
田
線�

■つくばエクスプレス位置図�
Ｎ�

特　集�

2階建ての土木建造物の上にホームの階が載る構造になります（３層構
造の駅です）。出入り口は１個所設置されます。

この構造を生かして、東駅はホーム階が空中に浮いているようなデザ
インになっており、駅の入口は2階になります。
東駅のデザインテーマは、ゆったりと流れる利根川の「流れ」です。

最上部のホーム階は、水の流れや魚をイメージして、ホームの屋根に柔
らかな膨らみをもたせ、流体の形状にしています。

構�
　 造�

デ ザ �
イ ン �

（仮称）柏北部東駅

ホームには転落防止柵を設置します（イメージ）

開放感のあるコンコース（イメージ）

第１１６１号

西
側

平成１４年（２００２年）１月１５日



わ
か
り
や
す
い
駅
に

駅
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う

に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
な
ど
の
施
設
を
示
す
い
ろ
い
ろ

な
サ
イ
ン
が
決
ま
り
ま
し
た
。

サ
イ
ン
は
、
マ
ー
ク
や
色
な
ど
で

表
現
さ
れ
、
文
字
を
読
ま
な
く
て
も

一
目
で
分
か
る
も
の
で
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
（
別
掲
）
や
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
も
決
ま
り
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、「
つ
く
ば

（
Ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
ｂ
ａ
）」
と
「
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
）」
の

Ｔ
と
Ｘ
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
赤
と
青
で

す
。
赤
は
、「
活
気
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
、
青
は
「
安
全
性
」「
信
頼
性
」

を
示
し
て
い
ま
す
。

駅
名
に
つ
い
て

柏
北
部
中
央
駅
、
柏
北
部
東
駅
は

仮
称
で
す
。
正
式
名
称
は
、
平
成
15

年
度
に
決
ま
る
予
定
で
す
が
、
今
回

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。駅

名
は
今
後
、
学
識
経
験
者
や
市

民
の
代
表
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

（
仮
称
）
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
駅

名
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
て
決
め
て
い
く
予
定
で
す
。

地
域
に
根
差
し
た
名
称
を
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広報�� 第１１６１号

ご意見をお寄せください�
　駅舎の計画と駅名について、皆さんのご
意見をお寄せください。下記の封筒で2月5
日�までにお願いします（必着）。�

393
柏
市
役
所�

都
市
計
画
部
　
北
部
整
備
課
　
行�

差出人有効期間
平成14年３月�
31日まで�

西
側

東
側

（
仮
称
）
柏
北
部
中
央
駅

中央駅は、ハイブリッド構造（右図）と呼ば
れる新しい構造としています。これは、鉄道の
軌道を支える土木構造と、屋根や外装を支える
建築構造を独立したものとして組み立てる形式

です。その結果、建築構造は軽くすっきりとしたものにす
ることができ、駅舎の中は利用者のための空間を広くする
ことができます。出入り口は１個所設置されます。

構�
　 造�

この構造上の特徴を生かして、上から下までひと続きの大きな広がりのあるスク
リーンのような壁面デザインになっています。中央駅のデザインテーマは科学と自
然を融合する「風」です。大学や研究所、大規模な公園に面した西側は波のある風
を、住宅地に面した東側は穏やかな風をイメージしています。

デザ�
イン�

つくばエクスプレスのシンボルマーク

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造

平成１４年（２００２年）１月１５日



つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
常
磐
新

線
）
の
運
営
主
体
で
あ
る
首
都
圏
新

都
市
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
鉄
道

会
社
」
と
い
う
。）
は
、
沿
線
の
一

都
三
県
（
東
京
都
・
埼
玉
県
・
千
葉

県
・
茨
城
県
）
と
、
十
二
市
区
町
村

（
千
代
田
区
・
台
東
区
・
荒
川
区
・

足
立
区
・
八
潮
市
・
三
郷
市
・
流
山

市
・
柏
市
・
守
谷
町
・
つ
く
ば
市
・

伊
奈
町
・
谷
和
原
村
）
の
ほ
か
、
民

間
企
業
の
出
資
を
受
け
て
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。

建
設
費
と
財
源
に
つ
い

て鉄
道
建
設
費
の
一
兆
五
百
億
円

は
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
金
、
国

お
よ
び
関
係
地
方
公
共
団
体
の
無
利

子
貸
付
金
、
財
政
投
融
資
等
を
財
源

と
す
る
「
無
利
子
貸
付
金
対
象
事
業

費
」
の
一
兆
三
百
億
円
と
鉄
道
会
社

が
自
主
調
達
す
る
二
百
億
円
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

無
利
子
貸
付
金
対
象
事
業
費
は
、

運
輸
施
設
整
備
事
業
団
が
四
○
％
、

関
係
地
方
公
共
団
体
が
四
○
％
、
残

り
二
○
％
は
、
地
方
公
共
団
体
や
民

間
か
ら
の
出
資
お
よ
び
財
政
投
融
資

等
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
（
別
表
参
照
）。

資
金
運
用
に
よ
る
自
主

財
源
の
確
保

鉄
道
会
社
が
自
主
調
達
す
る
二
百

億
円
は
、
建
設
費
支
払
い
ま
で
の
間

の
出
資
金
の
運
用
益
に
よ
り
確
保
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
源
確
保
の
方
針
の

も
と
、
沿
線
の
一
都
三
県
、
十
二
市

区
町
村
は
平
成
12
年
度
末
ま
で
に
、

総
額
千
五
百
九
十
七
億
円
を
出
資
し

て
い
ま
す
。

柏
市
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
11
年

度
ま
で
の
前
倒
し
出
資
額
約
八
十
四

億
円
を
含
め
、
12
年
度
末
ま
で
に
約

九
十
五
億
円
（
地
方
公
共
団
体
間
の

出
資
比
率
六
％
）
を
出
資
し
て
い
ま

す
。鉄

道
会
社
は
、
こ
の
ほ
か
民
間
企

業
二
百
九
社
か
ら
百
九
十
五
億
円
の

出
資
を
受
け
て
お
り
、
資
本
金
の
額

は
約
千
七
百
九
十
二
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
イ
カ
ル
関
連
債
券
の

損
失
と
今
後
の
対
応

鉄
道
会
社
は
、
出
資
金
を
運
用
す

る
に
あ
た
り
、
マ
イ
カ
ル
関
連
債
券

百
十
億
円
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
平

成
13
年
６
月
に
株
式
会
社
マ
イ
カ
ル

の
格
付
け
が
投
資
不
適
格
レ
ベ
ル
へ

急
落
し
た
こ
と
で
買
い
手
が
な
く
、

売
却
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
鉄
道
会
社
は
百
十
億

円
を
特
別
損
失
と
し
て
処
理
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

鉄
道
会
社
は
、
今
回
の
事
態
を
重

く
受
け
と
め
、
次
の
基
本
的
な
考
え

方
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

�
再
発
防
止
に
向
け
て
資
金
運
用

方
針
等
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

�
建
設
費
の
一
層
の
縮
減
に
努

め
、
17
年
度
開
業
に
支
障
が
な
い
よ

う
万
全
を
期
す
る

�
株
主
に
本
件
に
よ
る
新
た
な
資

金
拠
出
は
求
め
な
い

�
収
支
改
善
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る

経
営
努
力
を
払
う

�
債
権
の
回
収
に
最
大
限
努
力
す

る
�
株
主
の
信
頼
回
復
に
努
め
る

マ
イ
カ
ル
関
連
債
券
問

題
に
係
る
鉄
道
会
社
の

け
じ
め

鉄
道
会
社
は
、
マ
イ
カ
ル
関
連
債

券
問
題
に
係
る
け
じ
め
と
し
て

�
現
社
長
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
退
任
す
る
。
退
職
慰
労
金
は

返
上
す
る
。
退
任
ま
で
の
間
は
報
酬

の
五
割
を
返
上
す
る

�
前
専
務
お
よ
び
前
常
務
に
退
職

慰
労
金
の
返
還
を
要
請
す
る

�
現
常
勤
監
査
役
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
退
任
す
る
。
退
職
慰

労
金
は
返
上
す
る
。
退
任
ま
で
の
間

は
報
酬
の
二
割
を
返
上
す
る

�
現
専
務
お
よ
び
現
常
務
は
、
三

カ
月
間
報
酬
の
一
割
を
返
上
す
る

こ
と
を
取
締
役
会
で
決
定
し
ま
し

た
。市

と
し
て
は
、
百
十
億
円
損
失
の

原
因
の
究
明
、
再
発
防
止
の
た
め
の

措
置
、
責
任
の
明
確
化
、
債
権
回
収

へ
の
努
力
、
株
主
へ
の
情
報
提
供
の

促
進
、
平
成
17
年
度
の
鉄
道
開
業
の

堅
持
と
本
件
に
係
る
新
た
な
出
資
を

株
主
に
求
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

鉄
道
会
社
に
強
く
申
し
入
れ
ま
し

た
。ま

た
、
会
社
経
営
等
の
監
視
機
能

強
化
を
含
め
、
今
後
の
対
応
策
等
に

つ
い
て
県
や
沿
線
の
自
治
体
と
協
議

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

1

北
部
整
備
課
�
67
│
１
２
４
９

広報� �

無利子貸付金対象事業費�
1兆300億円�

無利子貸付金　80％�
出資および�
財政投融資等�
20％�

2,060億円�

国�
（運輸施設整備事業団）�

40％�
4,120億円�

関係地方公共団体�
40％�

4,120億円�
（1都3県、八潮・三郷市）�

自主�
財源�
�
�
200�
億円�

■資金計画と資金の流れ�

建設費　1兆500億円�

地
方
公
共
団
体�

運
輸
施
設
整
備
事
業
団�

鉄道会社� 民
　
　
　
　
間�

出　　資� 出　　資�

無利子貸付�

無利子貸付�

無
利
子
貸
付�

償　　還�

償　　還�

償　　還�

償
　
　
還�

貸　　付�

譲

渡

代

金

�

鉄
道
施
設
譲
渡�

工
事
費
前
払�

財
政
投
融
資
等�

資金の流れ�

日本鉄道�
建設公団�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

建
設
費
と
資
金
運
用

2月
5日
�
ま
で
に
、
お
出
し
願
い
ま
す
 

◎
駅
舎
に
つ
い
て
 

◎
駅
名
に
つ
い
て
 

（
仮
称
）
柏
北
部
中
央
駅
→
 

（
仮
称
）
柏
北
部
中
央
駅
 

（
仮
称
）
柏
北
部
東
駅
→
 

（
仮
称
）
柏
北
部
東
駅
 

理
由
 

理
由
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不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

１
月
25
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
子
ど
も

連
れ
も
可
）

内
容

不
登
校
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
（
聴
く
だ
け
で
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

植
木
せ
ん
定
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ

２
月
５
日

（
火
）
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
２
月
６
日
（
水
）
〜
８
日

（
金
）
＝
市
立
柏
病
院
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
計
四
回
）
※
雨

天
中
止

対
象

市
内
在
住
で
六
十
〜
六

十
五
歳
の
か
た
、
三
十
人

内
容

せ
ん
定
の
基
礎
的
な
技

術
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

せ
ん
定
ば
さ
み

な
ど
の
道
具
、
作
業
用
の
服
装

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
植
木
せ
ん
定
講
習
会
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０

０
５
　
柏
二
五
五
│
三
三
　
柏
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
、
１

月
28
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

1

柏
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
66
│
６
６
８
１

折
り
紙
で
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
ド
ー
ル
を
作
り
ま
し

ょ
う

と
き

１
月
25
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
半

と
こ
ろ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
柏
寿
荘
」（
船
戸
山
高
野
）

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳
以

上
の
か
た
、
先
着
十
五
人

費
用

三
百
円

用
意
す
る
物

は
さ
み
・
ぞ
う

き
ん
・
上
履
き
・
昼
食

申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
柏
寿
荘
へ
電
話

か
直
接

1

柏
寿
荘
�
31
│
９
５
１
１

男
の
料
理
教
室

と
き

１
月
26
日
、
２
月
９
日

・
16
日
の
各
土
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
十
五
人
　

内
容

冬
の
お
総
菜
作
り

費
用

二
千
円

申
し
込
み

１
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て

1

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
45
│

１
９
４
５

写
真
講
座

と
き

２
月
７
日
〜
３
月
14
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
成
人
の
か

た
、
先
着
三
十
人

内
容

カ
メ
ラ
の
基
礎
知
識
、

風
景
・
人
物
写
真
の
撮
り
方
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
17
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
、
新
田
原
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
直
接

1

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
67

│
１
２
７
６

講
演
会
「
痴
呆
（
ほ
う
）

に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

と
き

２
月
16
日
（
土
）
午
前

９
時
45
分
〜
正
午

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
三
百
人

内
容

医
師
・
恩
田
光
信
氏
に

よ
る
痴
ほ
う
の
正
し
い
理
解
と
対

応
に
つ
い
て
の
講
演

費
用

無
料

用
意
す
る
物

健
康
手
帳
（
あ

る
か
た
だ
け
）、
筆
記
用
具

申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

と
き

２
月
８
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
（
家
族
も
可
）

内
容

家
族
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
調
理
実
習

費
用

六
百
円

申
し
込
み

健
康
推
進
課
へ
電

話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
講
演
「
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支

え
合
い
活
動
」

と
き

１
月
26
日
（
土
）
午
後

１
時
半
〜
３
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
近
隣
セ
ン

タ
ー

定
員

先
着
百
人

内
容

武
蔵
野
女
子
大
学
教
授

・
中
嶋
充
洋
氏
の
講
演

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

豊
四
季
台
団
地
自
治
会
�
43

│
４
４
４
８

県
民
環
境
講
座

と
き
・
テ
ー
マ

第
二
回
＝
１

月
27
日
（
日
）・「
手
賀
沼
の
水
質

環
境
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ

ク
ル
の
現
状
と
未
来
」、
第
三
回

＝
２
月
10
日
（
日
）・「
鳥
の
目
か

ら
見
た
都
市
環
境
」「
家
庭
の
嫌

わ
れ
者
・
ゴ
キ
ブ
リ
と
ダ
ニ
│
そ

の
生
態
と
防
除
」、
第
四
回
＝
３

月
２
日
（
土
）・「
地
球
温
暖
化
と

私
達
の
く
ら
し
（
講
師
・
北
野
大

氏
）」
※
第
一
回
は
既
に
終
了

と
こ
ろ

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ

対
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
各
回
先
着
百
人
（
第
四
回
は

四
百
七
十
人
）

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
県
民
環
境
講
座
希
望
」
と
明
記

し
、
希
望
す
る
回
（
複
数
可
）
と

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電

話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
０
８
８
２
柏

の
葉
四
丁
目
三
│
一
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民
プ
ラ
ザ
内
　
千
葉
県
環
境

財
団
へ
郵
送
で

1

千
葉
県
環
境
財
団
�
40
│
８

６
０
４

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
訓

練
・
パ
ソ
コ
ン
科
講
習

と
き

２
月
13
日
（
水
）
〜
19

日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
計
五
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
パ
ー
ト

就
労
を
希
望
し
、
現
在
、
働
い
て

い
な
い
か
た
、
二
十
人
（
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
操
作
が
で
き
る
か
た
）

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
を

学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
科
講
習
会
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

受
講
動
機
と
返
信
面
の
あ
て
先
を

書
い
て
、
〒
２
６
０
│
０
０
２
６

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
八
│
四

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千
葉
セ
ン

タ
ー
へ
、
１
月
20
日
（
日
）
ま
で

に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千
葉

セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
│
２
４
８
│

７
７
６
６

広報�� 第１１６１号 平成１４年（２００２年）１月１５日

　このコーナー
では、松戸市・我
孫子市・野田市・
流山市・鎌ケ谷市
・沼南町・関宿町
の近隣5市2町の
情報をお知らせ
します。�

●我孫子市　宝くじサウンドスペシャル～東京ポップス
オーケストラ「服部克久と夢のひととき」�

と　き�
ところ�
出 演 �
曲 目 �
入場料�
チケット
販売所�

3月16日�午後6時半から�
我孫子市民会館�
服部克久（指揮）、東京ポップスオーケストラ�
「自由の大地」「美女と野獣」ほか�
指定席Ｓ＝3,500円、Ａ＝3,000円、自由席＝2,500円�
我孫子市民会館内ひろがり、柏�島屋友の会など�
問�我孫子市文化課 �85－1151

と　き�
ところ�
出　演�
�
曲　目�
入場料�

1月19日�午後3時から�
森のホール21大ホール�
大町陽一郎（指揮）、アン・ヒョンイル（テノー
ル）ほか�
Ｊ.シュトラウス「ウィーンの森の物語」ほか�
全席指定3,000円（学生1,500円）�

●松戸市　�2002年ニューイヤーコンサート「華麗
なるオペラアリアとウィーンの調べ」�

問�森のホール21チケットセンター �047－384－3331

と　き�
ところ�
出　演�
曲　目�
�
入場料�

2月26日�午後7時から�
森のホール21小ホール�
吉野直子（ハープ）ほか�
モーツァルト「アダージョとロン
ド Ｋ.617」ほか�
全席指定3,000円（学生1,500円）�

�公共ホールネットワーク「森のホ
　ール21国際音楽祭」�

芹沢7介 四季の彩り�市立砂川美術工芸館�

と　き�
�
�
�
�
�
�
�
ところ�
入館料�

市立砂川美術工芸館 �64－6413問�

1月27日�～5月19日�午
前9時半～午後5時（入館
は午後4時半まで）※休館
日は毎週月曜日。月曜日
が祝日か振替休日の場合
はその翌日。1月21日�～
26日�は展示替えのため
休館�
市立砂川美術工芸館�
一般＝310円、高校生・大
学生＝150円、小学生・中
学生＝100円※団体割引あ
り（20人以上）�

�

　型絵染の人間国宝・芹沢C介の作品の中から、自然を取り込み、
折々に変化する四季の美しさを表現したものを紹介します。�

講
座
･
講
演
�

問�保険課 �67─1129

2月から新たに老人医療の対象になるかたは�
昭和7年1月2日～�
昭和7年2月1日生まれのかた�

※身体障害者手帳（1～3級か4級の一部）、精神
障害者保健福祉手帳（1・2級）が交付されてい
る満65歳～69歳のかたなども、対象となる場
合がありますのでお問い合わせを�

対象者への通知日� 1月17日��

　市外局番がこれまでの「0471」から「04」に、
市内局番がこれまでの2けたの数字の前に「71」
をつけた4けたの数字に変更されます。�
　市外（0471以外の地域）から柏市内へ電話をか
けるときはこれまでどおりですが、市内（0471地域
内＝我孫子市・流山市・野田市・047地域以外の沼
南町・関宿町・取手市の一部を含む）でかけるとき
には、番号は「71○○－△△△△」となります。�

市内局番が4けたに�

番号の変更方法�

現在 
（市内局番）�（市外局番） （加入者番号）�

0471 － ●●－ ▲▲▲▲�
（市内局番）�（市外局番）� （加入者番号）�

04 － 71●●－ ▲▲▲▲�
2
11� 
から 

総務省関東総合通信局 �03－3243－8631問�

2月11日� 
午前2時から�

障
害
者
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
講
習
会

と
き

２
月
１
日
〜
３
月
１
日

の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
五
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
十
八
歳
以

上
の
肢
体
不
自
由
、
視
覚
・
聴
覚

障
害
の
か
た
、
先
着
二
十
人

内
容

ボ
ー
ル
や
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
使
っ
た
運
動
を
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

送
迎
バ
ス
あ
り
（
希

望
者
多
数
の
場
合
、
乗
車
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
│
９
３
５
３
（
フ
ァ
ク
ス
兼

用
）

ス
ポ
ー
ツ

春の字



作
っ
て
食
べ
よ
う

と
き

１
月
26
日
（
土
）
午
後

１
時
半
〜
２
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

小
学
生
、
先
着
二
十
五

人
内
容

上
海
も
ち
を
作
り
ま
す

費
用

三
十
円

用
意
す
る
物

皿
・
は
し
・
コ

ッ
プ申

し
込
み

１
月
19
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

節
分

と
き

２
月
１
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）、

先
着
五
十
組

内
容

鬼
の
お
面
を
作
っ
た
り

豆
ま
き
を
し
た
り
し
ま
す

費
用

無
料
　

申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

お
は
な
し
会

と
き

１
月
29
日
（
火
）
午
後

３
時
〜
３
時
50
分

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
先
着

二
百
人

内
容

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

幼
児
の
集
い
・
親
子
で

遊
ぼ
う

と
き

１
月
28
日
（
月
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

二
歳
以
上
の
幼
児
と
保

護
者
、
先
着
五
十
組

内
容

親
子
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊

び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

那
須
甲
子
の
森
・
ス
ノ

ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
き
・
と
こ
ろ

〈
説
明
会
〉

１
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正

午
＝
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
（
永

楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）、
２
月

10
日
（
日
）
〜
11
日
（
月
）〈
一

泊
二
日
〉
＝
国
立
那
須
甲
子
少
年

自
然
の
家
（
福
島
県
）

対
象

小
学
五
年
生
〜
中
学

生
、
男
女
各
先
着
二
十
人
※
初
め

て
参
加
す
る
か
た
を
優
先

内
容

雪
中
宝
探
し
・
動
物
の

足
跡
探
検
・
星
空
散
歩
・
ソ
リ
遊

び
な
ど

費
用

五
千
円
（
貸
し
ウ
エ
ア

希
望
者
は
別
途
実
費
）

交
通

往
復
と
も
貸
し
切
り
バ

ス
申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）、

女
子
は
午
後
２
時
か
ら
、
男
子
は

午
後
３
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で

注
意

宿
泊
日
だ
け
の
参
加
は

で
き
ま
せ
ん
　
　

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

広報� 平成１４年（２００２年）１月１５日 第１１６１号 �

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

こ
ど
も
の
広
場

　市内の見どころや交通・施設案内
など盛りだくさんの内容です。国
際交流室（市役所第2庁舎3階）や
柏駅南口かしわインフォメーショ
ンセンターで配布しています。�

訪問者向け案内パンフレット�
英語・日本語併記�

問�国際交流室 �67─0941

児
童
手
当
の
申
請
を
忘

れ
ず
に

義
務
教
育
就
学
前
（
平
成
７
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
）
児

童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
は
、
児

童
手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。手

当
月
額

第
一
子
・
第
二
子

は
五
千
円
、
第
三
子
以
降
は
一
人

に
つ
き
一
万
円
※
所
得
制
限
あ
り

支
給
月

２
月
・
６
月
・
10
月

申
請
方
法

印
鑑
と
養
育
者
名

義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
を
除
く
）

を
持
っ
て
、
児
童
育
成
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
直
接
。
公

務
員
の
か
た
は
勤
務
先
へ
申
請
を

注
意

現
在
、
受
給
中
の
か
た

が
、
退
職
・
転
職
等
に
よ
り
年
金

を
変
更
し
た
と
き
は
、
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い

1

児
童
育
成
課
�
67
│
１
５
９

５
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
会
員
を
募
集

対
象

利
用
会
員
＝
市
内
在
住

・
在
勤
で
、
六
カ
月
〜
九
歳
の
子

ど
も
が
い
る
か
た
、
提
供
会
員
＝

市
内
在
住
で
、
積
極
的
に
援
助
活

動
が
で
き
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
か
た
※
提
供
会

員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
か
た
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い

会
費

年
額
千
二
百
円

援
助
時
間

午
前
６
時
〜
午
後

10
時報

酬
の
基
準

別
表
１
参
照

入
会
説
明
会
・
基
礎
研
修
会
の

日
程

別
表
２
参
照

1

か
し
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�
62
│
０
３
３

０
下
水
道
が
使
え
ま
す

１
月
15
日
か
ら
、
次
の
八
・
〇

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
公
共
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
区
域
に
お
住
ま
い
の

か
た
は
、
汚
水
を
下
水
道
に
流
せ

る
よ
う
に
す
る
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の

場
合
は
三
年
以
内
、
し
尿
浄
化
槽

の
場
合
は
で
き
る
だ
け
早
く
、
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。市
で
は
、

工
事
費
用
の
一
部
を
無
利
子
で
お

貸
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
下
水
道

維
持
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
み
取
り
を
廃
止
す
る
場
合
は

ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
市
役
所
第
一

庁
舎
四
階
・
�
67
│
１
１
３
９
）

か
環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
（
山
高

野
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
・
�
31
│
５

５
０
９
）へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
す
る

場
合
は
、
柏
保
健
所
（
�
67
│
１

２
５
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
区
域
】

次
の
区
域
の
各
一
部
。
西
原
一

丁
目
・
三
丁
目
、
南
逆
井
二
〜
四

丁
目
・
六
丁
目
、
南
増
尾
四
・
五

丁
目【

対
象
区
域
の
縦
覧
】

と
き

１
月
29
日
（
火
）
ま
で

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

下
水
道
総
務
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
三
階
）

1

下
水
道
総
務
課
�
67
│
１
４

０
９男

女
共
同
参
画
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
デ
ィ
ベ
ー

タ
ー
を
募
集

６
月
29
日
（
土
）
に
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
で
行
わ
れ
る
男
女
共
同
参
画
社

会
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
め

ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ク
―
21
世

紀
の
働
き
方
を
考
え
る
」
で
、
作

家
の
落
合
恵
子
氏
ら
と
の
簡
単
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
参
加

す
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

三
十
歳
代
ま
で
の
学
生

・
社
会
人
、
十
人
※
薄
謝
あ
り

申
し
込
み

は
が
き
に
「
デ
ィ

ベ
ー
タ
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話

番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
学
校
名

か
勤
務
先
と
、「
育
児
休
暇
は
妻

が
と
る
？
夫
が
と
る
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
簡
単
な
意
見
を
記
入

し
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏

市
役
所
男
女
共
同
参
画
室
へ
、
１

月
31
日
（
木
）
ま
で
に
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
か
、
フ
ァ
ク
ス

（
67
│
１
１
８
６
）
で
※
事
前
打

ち
合
わ
せ
を
二
回
程
度
行
い
ま
す

1

男
女
共
同
参
画
室
�
67
│
１

１
２
７

競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
け
付
け

平
成
14
年
度
に
市
が
発
注
す
る

工
事
、
委
託
、
物
品
・
資
材
の
調

達
に
入
札
参
加
を
希
望
す
る
か
た

は
、
市
指
定
の
「
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
」
を
期
間
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
販
売

契
約
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
二
階
）
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。
一
部

五
百
円

申
請
書
の
受
け
付
け

２
月
７

日
（
木
）
〜
14
日
（
木
）
午
前
９

時
半
〜
11
時
半
と
午
後
１
時
半
〜

３
時
半
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
に
、
三
○
六
会
議
室
（
市

役
所
第
一
庁
舎
三
階
）
で

そ
の
他

今
回
は
追
加
受
け
付

け
で
、
平
成
14
年
度
だ
け
有
効
で

す
。
13
年
２
月
に
申
請
し
た
か
た

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

1

契
約
課
�
67
│
１
１
２
１

お
知
ら
せ
�

│
４
０
５
０

子
ど
も
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
教
室

と
き

１
月
27
日
（
日
）
・
２

月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
小
学
三
〜

六
年
生
、
先
着
二
十
四
人

内
容

壁
飾
り
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
を
作
り
ま
す

費
用

千
円

申
し
込
み

１
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１

■表2　入会説明会等の日程�

1 月17日��

3月 5日��
2月 7日��

1月25日��
3月12日��

種　別� と　　き� ところ�

入会説明会�

基礎研修会�

■表1　利用時間と報酬の基準�
利　　用　　時　　間� 報酬の基準�

 （1時間）�

月～金曜日午前7時～午後8時�
土・日曜日、祝日、年末年始と上記時間外�

700円�
800円�

�入会説明会は提供・利用会員とも1回出席してください�
�基礎研修会は提供会員だけが出席してください�
�入会説明会（提供会員は基礎研修会）のときに、会費
と会員（保護者）の写真（3.0�×2.4�）2枚を持参し
てください�
�申し込みは当日、会場へ直接�

�交通費・飲食代・おむつ代などは実費�
�報酬は、利用会員から提供会員へ直接支払ってください�

午前10時　
　　～正午�

午前9時半�
～午後4時半�

介護予防セン
ター「いきい
きプラザ」�

フ
ォ
ト
芙
蓉
峰
「
富
士
山
の
四

季
写
真
展
」

１
／
16
〜
20
の
10

時
〜
18
時
、
教
福
。
無
料
。
高
橋

�
66
│
３
５
３
３

生
涯
大
学
校
陶
芸
専
攻
科
作
品

展

１
／
23
〜
26
の
10
時
〜
20
時

（
23
日
は
12
時
か
ら
、
26
日
は
18

時
ま
で
）、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

無
料
。
藤
平
�
74
│
７
９
１
９

ほ
た
る
ぶ
く
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

６
／
16
の
13
時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。出
演
者
募
集（
親
子
歓
迎
）。

１
／
25
ま
で
に
申
し
込
み
。
参
加

費
あ
り
。
朝
生
�
66
│
４
１
９
５

柏
彩
友
会
「
水
彩
画
展
」

１

／
21
〜
25
の
10
時
〜
16
時
半
（
25

日
は
16
時
ま
で
）、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。
六
嶋
�
73

│
２
９
７
５

大
正
琴
「
初
心
者
講
習
会
」

２
／
５
・
19
の
15
時
半
〜
17
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
楽
器
の
無
料
貸
し

出
し
あ
り
。
二
千
円
。
丸
山
�
０

９
０
│
９
３
７
１
│
７
３
０
０

大
人
も
楽
し
め
る
お
は
な
し
の

世
界
　
２
／
２
の
14
時
〜
16
時
、

中
公
。
成
人
。
五
百
円
。
佐
藤
�

49
│
８
３
１
１

表
千
家
茶
道

第
一
・
三
�
13

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
小
学
生
〜

一
般
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。

藤
平
�
43
│
９
１
１
５

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
２
団

月

二
回
�
10
時
、
柏
ふ
る
さ
と
公
園

ほ
か
。
幼
稚
園
年
長
児
以
上
。3

二
千
円
。
北
村
�
33
│
５
０
５
８

着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三

�
か
�
10
時
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。

中
学
生
以
上
。2

三
千
円
、3

三

千
円
。
飯
田
�
33
│
０
７
４
８

シ
ャ
ル
ウ
ィ
ダ
ン
ス
同
好
会

月
三
回
�
19
時
、柏
ビ
レ
ジ
近
セ
。

二
〜
三
年
経
験
者
。
男
性
歓
迎
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
矢
島
�

31
│
４
０
７
０

書
道
「
四
ツ
葉
会
」

第
二
・

四
�
13
時
、
永
楽
台
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。
見
学
可
。3

千
五
百
円
。

中
村
�
66
│
２
３
３
１

柏
中
国
語
学
習
会

毎
�
19

時
、
寺
島
文
化
会
館
。
初
級
程
度
。

3

四
千
円
。
赤
坂
�
67
│
１
１
５

７
陳
氏
太
極
拳
同
好
会
「
き
た

柏
」

毎
�
11
時
、
松
葉
近
セ
体

育
館
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。

川
喜
多
�
47
│
３
４
０
５

藤
心
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
�

10
時
、
藤
心
近
セ
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
谷
川
�
73
│
４
９
２

０
空
手
と
護
身
術

毎
�
・
�
19

時
、
柏
四
中
ほ
か
。
小
学
生
以
上
。

初
心
者
。3

三
千
円
。
藤
本
�
66

│
４
１
２
８

俳
句
「
柏
潮
句
会
」

第
一
�

９
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
歓

迎
。3

五
百
円
。
京
谷
�
75
│
０

７
９
９

氣
功
ク
ラ
ブ

毎
�
12
時
か
15

時
、
高
田
近
セ
。2

千
円
、3

三

千
円
。
�
坂
�
43
│
１
４
７
３

カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
（
初
級
）

毎
�
16
時
＝
光
ケ
丘
近
セ
、
毎
�

９
時
20
分
＝
中
公
。一
回
五
百
円
。

福
田
�
63
│
２
０
７
６

絵
画
「
あ
か
と
ん
ぼ
」

月
三

回
�
９
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心

者
。
五
人
。2

千
円
、3

三
千
二

百
円
。
横
尾
�
63
│
１
８
５
２

木
曜
料
理
ク
ラ
ブ

第
一
・
三

�
９
時
45
分
、
増
尾
近
セ
。2

千

円
、3

千
五
百
円
。
小
野
�
49
│

６
７
８
８
（
17
時
半
以
降
）

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

毎

�
13
時
半
、
十
余
二
小
。
小
学
生

以
上
の
親
子
。2

二
千
円
、
六
カ

月
二
千
円
。
原
野
�
０
９
０
│
４

２
０
５
│
８
８
８
２
（
�
・
�
）

同
人
誌
「
ぽ
ら
ん
」

第
三
�

14
時
、
教
福
。
小
説
・
随
筆
・
詩

・
評
論
・
自
分
史
な
ど
。
初
心
者

歓
迎
。3

千
円
。
北
島
�
75
│
１

７
３
７

会
員
募
集

催
し
・
講
習
会



広報�

近セ＝近隣センター、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

市
有
地
を
売
却

市
で
は
、
次
の
土
地
を
定
価
公

募
抽
選
（
価
格
を
公
示
し
て
公
募

し
、
抽
選
で
当
選
者
を
決
定
す
る

方
法
）
で
売
却
し
ま
す
。
個
人
・

法
人
を
問
わ
ず
応
募
で
き
ま
す

（
市
外
の
か
た
も
可
）。詳
し
く
は
、

応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

売
却
物
件

�
所
在
地
＝
明
原

四
丁
目
四
二
│
一
（
柏
駅
か
ら
約

八
百
メ
ー
ト
ル
。
柏
一
小
・
柏
中

学
校
区
）
�
面
積
＝
三
五
五
・
一

八
平
方
メ
ー
ト
ル
�
用
途
地
域
＝

第
一
種
中
高
層
住
居
地
域
（
建
ぺ

い
率
六
〇
％
、容
積
率
一
〇
〇
％
）

�
価
格
＝
六
千
三
百
二
十
二
万
円

応
募
要
領
の
配
布

２
月
14
日

（
木
）
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
に
、
管
財
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
二
階
）、
各
出
張
所
な
ど
で

申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
〒
２
７
７

│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
管
財
課

へ
、
２
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）
か
持
参

そ
の
他

柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
か
し
わ
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」(

ア

ド
レ
ス
は
一
面
欄
外)

で
詳
し
い

内
容
を
見
ら
れ
ま
す

1

管
財
課
�
67
│
１
１
１
４

新
成
人
の
か
た
に
記
念

品
を
配
布

１
月
14
日
に
行
わ
れ
た
「
新
成

人
の
つ
ど
い
」
に
出
席
で
き
な
か

っ
た
新
成
人
の
か
た
に
記
念
品
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

対
象

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜

57
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

配
布
期
限

３
月
29
日
（
金
）

配
布
場
所

生
涯
学
習
推
進
課

（
中
央
公
民
館
内
）

用
意
す
る
物

昨
年
11
月
下
旬

に
送
付
し
た「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

の
案
内
状
（
昨
年
11
月
１
日
〜
１

月
14
日
に
転
入
し
た
か
た
は
、
免

許
証
・
保
険
証
・
学
生
証
な
ど
、

新
成
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
物
）

1

生
涯
学
習
推
進
課
�
64
│
１

８
１
１

ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
を

募
集

３
月
30
日
（
土
）
に
豊
四
季
台

近
隣
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
公
演
す

る
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
、
歌
う

人
、
踊
る
人
、
衣
装
係
、
舞
台
係

を
募
集
し
ま
す
。
手
作
り
の
舞
台

で
す
。
年
齢
・
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
豊
四
季
台
婦
人
児

童
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置

を
補
助

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る

「
雨
水
浸
透
ま
す
」
を
設
置
す
る

か
た
に
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象

市
内
に
本
人
が
居
住
す

る
一
戸
建
て
住
宅
を
所
有
す
る
か

た
補
助
金
額

設
置
経
費
の
二
分

の
一
（
一
基
当
た
り
二
万
五
千
円

が
上
限
）

申
請
方
法

設
置
工
事
前
に
、

環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い（
設
置
後
の
申
請
は
不
可
）

1

環
境
保
全
課
�
63
│
４
４
２

２
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震

診
断
相
談
会

と
き

１
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

昭
和
56
年
以
前
に
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）

を
所
有
す
る
か
た

内
容

耐
震
診
断
と
相
談

費
用

無
料

申
し
込
み

1
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
建
築
住
宅
課
へ

電
話
で

1

建
築
住
宅
課
�
67
―
１
１
４

７
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館

市
立
図
書
館
の
増
尾
・
豊
四
季

台
・
田
中
の
各
分
館
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
、
２
月
４
日
（
月
）
〜

14
日
（
木
）
の
間
、
休
館
し
ま
す
。

1

図
書
館
増
尾
分
館
�
72
│
９

１
９
３
・
豊
四
季
台
分
館
�
45
│

９
５
４
６
・
田
中
分
館
�
34
│
２

５
４
６

償
却
資
産
の
申
告

事
業
用
の
償
却
資
産
（
構
築
物

・
機
械
備
品
な
ど
）
に
は
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
14
年
１
月
１
日
現
在
で
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
お

持
ち
の
か
た
（
個
人
・
法
人
）
は
、

１
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
申
告
書

を
資
産
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

二
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1

資
産
税
課
�
67
│
１
１
２
５

小
作
料
標
準
額
が
決
定

農
地
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
小
作
料
標
準
額
が
決
定

し
、
１
月
か
ら
適
用
に
な
り
ま
し

た
。
十
ア
ー
ル
当
た
り
の
標
準
年

額
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
額
で
、
田

が
二
万
二
千
円
、
畑
が
二
万
一
千

円
で
す
。

1

農
業
委
員
会
事
務
局
�
67
―

１
５
４
９

柏
北
部
中
央
地
区
の
区

画
整
理
事
業
計
画
の
変

更
を
縦
覧

柏
北
部
中
央
地
区
一
体
型
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
縦
覧
し
ま
す
。

と
き

１
月
16
日
（
水
）
〜
29

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

と
こ
ろ

千
葉
県
企
業
庁
柏
建

設
事
務
所
（
松
葉
町
一
丁
目
）

意
見
書
の
提
出

事
業
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
利
害

関
係
者
は
、
２
月
12
日
（
火
）
ま

で
、
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

千
葉
県
企
業
庁
柏
建
設
事
務

所
�
34
│
１
２
１
１

田
中
遊
水
地
区
幹
線
道

路
が
夜
間
全
面
通
行
止

め
に

新
大
利
根
橋
有
料
道
路
の
高
架

工
事
の
た
め
、
１
月
22
日
（
火
）

〜
26
日
（
土
）
の
毎
日
午
後
10
時

〜
翌
日
午
前
６
時
ま
で
、
田
中
遊

水
地
区
の
幹
線
道
路
が
夜
間
全
面

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

1

土
木
総
務
課
�
67
―
１
２
９

９
・
茨
城
県
道
路
公
社
新
大
利
根

橋
有
料
道
路
建
設
事
務
所
�
０
２

９
７
―
78
―
４
４
２
２

� 第１１６１号 平成１４年（２００２年）１月１５日

小
倉
百
人
一
首
・
市
民

か
る
た
大
会

と
き

１
月
27
日
（
日
）
午
前

９
時
半
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
先
着
八
十
人
　

種
目

�
小
・
中
学
生
の
部
�

親
ぼ
く
の
部
�
（
高
校
生
以
上
）

�
親
ぼ
く
の
部
�
（
六
十
五
歳
以

上
）
�
競
技
一
般
の
部
�
競
技
上

級
の
部
（
原
則
と
し
て
「
柏
か
る

た
会
」
会
員
）

競
技
方
法

�
〜
�
は
初
心
者

向
き
の
ば
ら
取
り
（
午
前
）、
�

・
�
は
対
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

費
用

小
・
中
学
生
＝
三
百

円
、
高
校
生
以
上
＝
五
百
円

申
し
込
み

は
が
き
に
「
市
民

か
る
た
大
会
希
望
」
と
明
記
し
、

参
加
種
目
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

（
小
・
中
学
生
の
部
は
学
校
名
・

学
年
も
）・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役

所
文
化
課
内
柏
ユ
ネ
ス
コ
協
会

へ
、
1
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
郵

送
で
（
必
着
）

1

文
化
課
内
柏
ユ
ネ
ス
コ
協
会

�
67
│
１
４
９
４

手
賀
沼
探
鳥
会

と
き

２
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
半
※
小
雨
決
行

と
こ
ろ

手
賀
沼
公
園
（
集

合
・
解
散
）

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
三

十
七
人

内
容

船
に
乗
っ
て
、
手
賀
沼

の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す

費
用

五
百
円（
小
学
生
以
上
）

用
意
す
る
物

双
眼
鏡
（
あ
る

か
た
だ
け
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
手
賀
沼
探
鳥
会
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８

５
０
５
　
柏
市
役
所
環
境
保
全
課

へ
、
１
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
郵

送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

環
境
保
全
課
�
63
│
４
４
２

２
柏
地
区
障
害
児
学
級
合

同
・
花
と
太
陽
と
希
望

の
作
品
展

と
き

２
月
２
日
（
土
）
〜
５

日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
５
日
は
午
後
２
時
半
ま
で
）

と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
柏
�
島
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー

ル
八
階
）

内
容

障
害
児
学
級
の
児
童
・

生
徒
の
作
品
四
百
三
十
点
を
展
示

し
ま
す

費
用

無
料

1

松
葉
中
学
校
�
33
│
５
６
０

１
柏
矯
正
展

と
き

２
月
９
日
（
土
）
・
10

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
10
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

内
容

刑
務
所
作
業
製
品
（
家

具
・
靴
・
食
品
・
装
飾
品
等
）
の

展
示
即
売
な
ど

1

千
葉
刑
務
所
作
業
部
門
�
０

４
３
│
２
３
２
│
６
０
７
９

催
 
し
�

生
活
・
作
業
指
導
員

対
象

保
育
士
・
社
会
福
祉
士

等
の
資
格
を
持
つ
か
福
祉
系
大
学

・
短
大
を
卒
業
し
た
か
た
、
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

勤
務
場
所

知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
「
青
和
園
」

賃
金
（
時
給
）

九
百
十
円
※

交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
〒
２
７
７
│
０
８
７
２
十

余
二
　
一
七
五
│
四
一
　
青
和
園

へ
、
１
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
郵

送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

1

青
和
園
�
31
│
９
３
６
０

代
替
給
食
調
理
員

募
集
人
数

一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
・
土
曜
日

（
隔
週
）
午
前
８
時
半
〜
正
午
※

こ
の
時
間
帯
で
園
の
都
合
に
よ
る
　

勤
務
場
所

土
南
部
保
育
園

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
鑑
を
持
っ
て
、
１
月
22

日
（
火
）
ま
で
に
土
南
部
保
育
園

へ
直
接

1

土
南
部
保
育
園
�
73
│
７
８

１
１臨

時
給
食
調
理
員

募
集
人
数

一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

勤
務
場
所

知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
「
朋
生
園
」

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十
円

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
０
８
５

中
原
一
八
一
六
│
六
　
朋
生
園

へ
、
１
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）
か
直
接

1

朋
生
園
�
63
│
６
６
１
２

求
 
人

国民健康保険料第8期�
介護保険料第8期�
市・県民税第4期�

※口座振替のかたは預貯金残高にご注意ください�

市・県民税は収納課 �67－1122�
介護保険料は介護保険課 �67－1134�
国民健康保険料は保険課 �67－1129

問�

納期限は�
1月31日��

民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
「
初
音
会
」

第
一
〜
三
�
13
時
、
中
公
。2

千

円
、3

二
千
五
百
円
。
大
嶋
�
74

│
７
４
１
６
（
18
時
〜
20
時
）

ペ
ン
習
字
「
五
葉
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
新
田
原
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
円
。

山
桐
�
67
│
６
２
２
２

健
康
武
道
「
拳
正
道
」

毎
�

13
時
、
新
田
原
近
セ
。
幼
児
・
一

般
。2

五
千
円
、3

三
千
円
。
大

河
原
�
67
│
６
７
９
６

ペ
ン
・
書
道

第
一
・
三
�
10

時
、
高
田
近
セ
。2

千
五
百
円
、

3

千
五
百
円
。
梶
山
�
45
│
７
７

１
９書

道
・
ペ
ン

第
一
・
三
�
10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。2

千
五
百

円
、3

千
五
百
円
。
向
井
�
43
│

０
８
５
８

新
舞
踊
「
胡
蝶
会
」

月
二
回

�
10
時
、豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
関

崎
�
52
│
３
３
２
７

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
デ
ュ
エ
ッ

ト
」

毎
�
15
時
、
西
原
近
セ
。

カ
ッ
プ
ル
。2

二
千
円
、3

三
千

円
。
板
倉
�
49
│
１
９
１
３

小
唄
愛
好
会

毎
�
13
時
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
豊
住
）
ほ
か
。

三
味
線
・
新
内
小
唄
な
ど
。2

二

千
円
、3

五
千
円
。
兵
藤
�
39
│

１
０
８
６

コ
ー
ラ
ス
こ
だ
ま

毎
�
９

時
、
中
公
。
女
性
。3

二
千
五
百

円
。
森
澤
�
73
│
０
１
３
４

合
気
道
研
修
館

毎
�
18
時

半
、
田
中
中
。2

二
千
円
、3

千

五
百
円
（
中
学
生
以
下
千
円
）。

五
上
�
64
│
０
５
０
８

柏
市
民
合
唱
団
（
混
声
）

毎

�
19
時
、
京
北
ホ
ー
ル
と
寺
島
文

化
会
館
。3

三
千
円
。
永
井
�
66

│
４
０
１
１

ペ
ン
字
・
筆
ペ
ン
「
水
葉
会
」

第
二
・
四
�
12
時
、
増
尾
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。3

千
五
百
円
。
森

田
�
72
│
１
３
６
９

着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
二
・
四

�
９
時
半
、
増
尾
近
セ
。
初
心
者

・
着
物
好
き
な
か
た
。2

千
円
、

3

千
二
百
円
。
長
井
�
72
│
７
０

２
０

柏
市
合
唱
連
盟

未
加
盟
団
体

を
募
集
。
６
／
16
の
「
合
唱
の
集

い
」
に
参
加
。
参
加
費
あ
り
。
八

鎌
�
31
│
３
３
４
７

柏
中
央
陶
芸
ク
ラ
ブ

第
二
・

四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。2

二

千
円
、3

三
千
五
百
円
（
材
料
費

込
み
）。
田
代
�
46
│
７
５
３
２

自
彊
術
同
好
会

毎
�
10
時
、

富
士
見
町
ふ
る
さ
と
会
館
。4

三

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
森
田
�

69
│
２
１
７
４

短
歌
「
松
乃
会
」

第
一
�
12

時
、
松
葉
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

3

千
円
。
山
田
�
39
│
１
６
２
８

社
交
ダ
ン
ス
「
み
ど
り
す
い
よ

う
会
」

毎
�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
初
心
者
も
可
。
プ
ロ
指
導
あ

り
。2

二
千
円
、3

三
千
五
百
円
。

安
斉
�
44
│
２
６
２
５

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
酒
井

根
ナ
イ
ツ
」

月
四
回
�
19
時
、

酒
井
根
近
セ
。3

二
千
円
。
古
田

�
73
│
１
３
８
４

中
国
語
「

好
・
中
国
」

毎

�
14
時
、
中
公
。
講
師
は
中
国
人
。

3

五
千
円
。
河
原
�
47
│
１
７
５

６
西
原
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�

９
時
半
、
西
原
近
セ
。
男
性
、
多

少
経
験
が
あ
る
か
た
。2

千
円
、

3

千
五
百
円
。
真
野
�
31
│
０
１

３
８柏

か
と
れ
あ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　

毎
�
９
時
、
根
戸
近
セ
。2

千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
松
田
�
32
│
４

６
８
１
（
18
時
以
降
）

増
尾
空
手
ク
ラ
ブ

第
二
・
四

�
10
時
、
三
本
木
第
一
公
園
。
小

学
生
以
上
、
女
性
も
可
。2

千
円
、

3

千
円
。
栗
田
�
74
│
３
１
４
９

日
本
画
「
嘉
の
会
」

第
二
・

四
�
13
時
半
、
中
公
。
初
心
者
歓

迎
。3

四
千
円
。
粕
川
�
31
│
３

８
０
５

金
曜
ダ
ン
ス

毎
�
19
時
、
藤

心
近
セ
。
初
心
者
も
可
。2

二
千

円
、3

三
千
円
。
大
島
�
72
│
４

６
８
４
（
19
時
以
降
）

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
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「
も
し
も
し
…
」
何
か
に
お
び
え
た

よ
う
な
女
性
の
声
が
、
電
話
口
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
│
│
。
夫
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
、
い
わ
ゆ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
中
、
昨
年
10
月
に
Ｄ
Ｖ
防

止
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
が
施
行

さ
れ
る
一
年
ほ
ど
前
、
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
「
か
し
わ
ふ

く
ろ
う
の
家
」を
仲
間
と
立
ち
上
げ
た
。

「
母
は
、
父
か
ら
執
よ
う
に
言
葉
の

暴
力
を
受
け
て
い
た
。
今
は
私
自
身
、

仕
事
も
あ
り
収
入
も
あ
る
。
当
時
は
幼

く
何
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
な
ら
母

の
よ
う
に
傷
つ
け
ら
れ
た
人
の
役
に
立

て
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
思
い
立
っ

た
の
が
相
談
を
始
め
た
き
っ
か
け
。
自

主
的
に
女
性
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

勉
強
も
し
て
、相
談
に
生
か
し
て
い
る
。

「
ふ
く
ろ
う
の
家
」
の
場
所
は
、
相

談
者
を
守
る
た
め
秘
密
だ
。
一
本
の
電

話
だ
け
が
相
談
者
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。「
相
談
者
は
、
や
っ
と
の
思
い
で

電
話
を
か
け
て
く
る
。
聞
い
て
い
る
の

が
つ
ら
く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
電

話
を
切
る
と
き
に
相
談
者
の
声
が
、
明

る
く
変
わ
っ
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し

い
で
す
ね
」。
夫
の
暴
力
か
ら
保
護
す

る
た
め
、
一
時
避
難
さ
せ
る
場
合
も
あ

る
。「
母
親
に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も
が
、

日
に
日
に
お
ど
お
ど
し
な
く
な
り
、
明

る
く
な
っ
て
い
く
の
を
見
る
と
ほ
っ
と

し
ま
す
」
と
語
る
瞳
は
や
さ
し
い
。

最
近
は
、
テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
受
け

る
と
い
う
。「
表
に
出
る
こ
と
で
、
身

に
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
『
ふ
く
ろ
う
の
家
』
を
続
け

る
た
め
に
は
、
私
が
広
告
塔
に
な
っ
て

協
力
者
を
求
め
な
い
と
。
特
に
資
金
面

で
ね
」
と
運
営
の
厳
し
さ
も
ち
ら
り
。

仕
事
を
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
も
行
う
多
忙
な
中
、「
何
も
か
も
忘

れ
て
、心
地
よ
い
音
色
に
没
頭
で
き
る
」

と
い
う
週
一
回
の
三
味
線
の
け
い
こ

で
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
彼
女
の
理
想
は
、
暴
力
の
な
い

社
会
。「
上
下
関
係
の
な
い
夫
婦
関
係

が
築
け
れ
ば
い
い
の
に
。
お
互
い
の
思

い
や
り
が
必
要
ね
。」
と
Ｄ
Ｖ
が
な
く

な
る
日
が
来
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

ふ
く
ろ
う
が
「
�
不
苦
労
�
で
苦
労

が
な
い
」、「
知
恵
の
神
様
」
と
い
う
こ

と
か
ら
名
付
け
た
「
ふ
く
ろ
う
の
家
」。

ふ
く
ろ
う
の
置
き
物
が
い
っ
ぱ
い
に
飾

ら
れ
た
部
屋
で
、
今
日
も
電
話
の
ベ
ル

が
鳴
り
響
く
。

五
十
七
歳
。
夫
と
息
子
の
三
人
暮
ら

し
。

「かしわふくろうの家」代表
ほそ　 や　　　　 ひさ　 こ
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暴力のない社会を願って

街�の�街�の�

この広報紙は古紙配合率100％再生紙を使用しています

細谷　久子さん

「芹沢7介の小型絵」
1月20日�まで

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

郷土（静岡）を題材とした作品が多くあ
ります。縁起の良い富士山と大きく羽を広
げた鶴との組み合わせで、年賀用と思われ
ます。

富
士
に
鶴

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日。1月21日�～26日�は休館）。1月27
日�から「芹沢C介　四季の彩り」（7面参照）

山口で全国中学校駅伝大会

12月24日、山口県で全国中学校駅伝大会が行わ
れました。各都道府県の中学ナンバー1が参加す
るこの大会。逆井中は初出場ながら8位入賞を果
たしました。前半大きくリードを奪われましたが、
終わってみれば57分48秒とトップと1分8秒差。
18キロのコースを6人がさわやかに駆け抜けまし
た。昨年は東葛飾駅伝優勝、千葉県大会優勝、関
東大会3位と大活躍だった逆井中。主力メンバー
が残る今年も白川監督の指導のもと、昨年以上の
活躍が期待されます。

ゴ
ー
ン
、
ゴ
ー
ン
と
市
内
の
あ
ち
こ
ち
の
お
寺
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
除
夜
の

鐘
│
│
。
昨
年
の
大
み
そ
か
の
夜
、
布
施
弁
天
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
紅
竜

山
東
海
寺
に
は
、
除
夜
の
鐘
を
自
分
の
手
で
つ
こ
う
と
、
多
く
の
か
た
が
集
ま

り
ま
し
た
（
写
真
右
上
）。
中
に
は
、
自
分
の
つ
い
た
鐘
の
音
の
あ
ま
り
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
す
る
人
も
。
明
け
て
元
旦
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
市
内
の
神

社
（
写
真
＝
広
幡
八
幡
宮
）
は
、
初
も
う
で
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
願
い
ご

と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
さ
て
、
何
を
お
願
い
し
た
の
か
な
。

良い年にな～れ！
除夜の鐘と初もうで

やったね、逆井中 入賞だ　

商
店
会
に
新
し
い
顔

東
パ
ル
街
レ
イ
ソ
ル
通
り
に
街
路
灯

公設市場で初競り
1月4日、柏市公設総合地方卸売市場で花
卉（かき）の初競りが行われ、愛知や南房
総から届いたスイートピー、菜の花、バラ
などの花が次々と競り落とされました。不
景気で何かと暗い昨年でしたが、今年こそ
明るく景気の花を咲かせたい──。そん
な願いが市場内にあふれていました。

東パル街レイソル通り（千葉銀行柏支店脇
の交差点から入る）におしゃれな街路灯が設
置されました。柏レイソルの旗も飾られ、街
路灯のてっぺんにはレイ君の姿も──。「パ
ル」とは仲間・友達という意味の英語。友達
との買い物も楽しくなるかな？

相
談
は
毎
週
月
曜
日
の
12
時
〜
17
時
に
�
32

│
０
７
１
１
へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

今年こそ好景気に


